




 

フェニルケトン尿症(PKU)の女性が妊娠すると,その胎児は PKU でないにも拘らす,子宮内

発育不全,流産,知能障害,小頭症,先天奇形－特に心奇形を呈する事実が報告され,母性フ

ェニルケトン尿症として注目されている。脳障害を来たす機構ば,脳内アミノ酸アンバラン

スによる蛋白合成障害,神経伝達物質の異常,脳脂質構成の異常などの仮説がある。しかし,

心奇形については,未だ実験的研究は行なわれていない。今回,我々は,妊娠ラットにフェニ

ルアラニン(Phe)を腹腔内負荷することにより作製した,母性フェニールケトン尿症のモデ

ルを使い,その胎仔の脳,肝,心臓などの蛋白合成能について,以下の方法を用いて検討した。 


